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問 題

育児中の養育者が抱える心理学的問題として，育児ストレスが挙げられる。

育児ストレスとは，養育者として求められる役割（養育者として必要な知識，

能力，日々または長期的な課題を含む）に対する嫌悪的な心理的反応と定義さ

れ，自分や子供に向かう否定的な感情として経験される（Deater-Deckard,

1998）。育児ストレスは，養育者として求められる役割や，養育者の精神的健

康と行動，養育者と子供の関係性，子供の心理社会的適応といったものに関連

した複雑なプロセスの中で生じるとされる。

育児ストレスは育児中の養育者の日常生活上のさまざまな場面において，常

に生じている問題としてとらえられる。佐藤・菅原・戸田・島・北村（1994）

は，Lazarus & Folkman（1984）のストレスモデルを参考に，育児に関連す

るストレスと精神的健康のモデルを提案している。佐藤他（1994）は，母親

がたとえ子供の状態や行動をストレスフルであると知覚しても，それが直接的

に精神的健康に影響するのではなく，「どうにもならない」「夫が手助けしな

い」などの評価がなされたときに精神的健康の悪化が起こることを示した。

育児中の両親の精神的健康は子供の精神的健康にも影響する。Low, Dugas,

Constantin, Karp, Rodrigues, & O’Loughlin（2012）は，気分障害や不安障

害の母親をもつ子供は，そうでない子供よりも精神疾患のリスクが高いことを
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示した。また，Kahn, Brandt, & Whitaker（2004）は，精神的に不健康な 2

人の養育者（母親と父親，または母親とそのボーイフレンド）をもつと，精神

的に健康な 2人の養育者をもつよりも子供の精神的健康はより悪い状態にあ

ることを報告している。両親が精神的に健康であることは，子供の精神的健康

にとって重要な要因であるといえる。

不安やうつなどのさまざまな精神的健康の問題を抱えている養育者は，体験

の回避と呼ばれる対処方法を取りやすいことが知られている。体験の回避と

は，否定的に評価された特定の私的出来事（身体感覚や，感情，思考，記憶，

行動傾向など）があるときに，その私的出来事そのものや，私的出来事を引き

起こす文脈の形態や頻度を変えようとして起こる現象のことである（Hayes,

Wilson, Gifford, Follette, & Strosahl, 1996）。子育てにおいて体験の回避が

起こるとき，養育者は子育てに関するネガティブな思考や感情，身体感覚を無

視しようとしたり，コントロールしようとする（Coyne & Murrell, 2009，

谷，2014）。

体験の回避は一時的には不快気分や育児ストレスを低減させるが，長期的に

は育児ストレスを高めてしまうことにつながる（Shea & Coyne, 2011）。不安

症児をもつ養育者を対象とした調査では，体験の回避が母親の不安や抑うつ，

および父親の不安，抑うつ，ストレス反応と関連していることが示されている

（Cheron, Ehrenreich, & Pincus, 2009）。さらに，自閉スペクトラム症

（Autism Spectrum Disorder：以下，ASD）の子供とその養育者を対象とし

た調査では，子供の問題行動は母親の不安，抑うつ，ストレス反応，および父

親の抑うつとストレス反応を悪化させるが，体験の回避が少ない状態（アクセ

プタンス）によって問題行動の影響が消失することが示されている（Jones,

Hastings, Totsika, Keane, & Rhule, 2014）。上述の研究から，体験の回避は

養育者の精神的健康を阻害し，不適切な養育行動にもつながることが示唆され

る。したがって，体験の回避を減じることで，子供の問題行動といったストレ

ッサーから養育者が受ける影響を克服できる可能性があることが推察される。

養育者の体験の回避について検討する際に，数量的に評価できる指標は不可
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欠である。養育者の体験の回避を測る尺度として，Cheron et al.（2009）の

Parental Acceptance and Action Questionnaire（以下，PAAQ）と Mac-

Donald, Hastings, & Fitzsimons（2010）の The Acceptance and Action

Questionnaire − Intellectual Disability version（以下，AAQ-ID）が挙げら

れる。

PAAQ は Acceptance and Action Questionnaire（Hayes, Wilson, Gifford,

Follette, & Strosah, 2004）をもとに作成された，15項目 7件法の自記式の

質問紙である。子供の問題のある出来事に対する養育者の体験の回避の程度を

測定するものであり，得点が高いほど体験の回避傾向が高いとみなす。

Cheron et al.（2009）では，養育者の体験の回避を「子供が感情的になる出

来事を経験する状況に養育者が直面しているときに起こる現象であり，統制す

ることが悪影響になるときでさえ，子供が感情的になる出来事を経験すること

やその頻度を統制すること」と定義し，AAQ の項目を修正して PAAQ を作

成した。PAAQ は不活動（Inaction）と非ウィリングネス（Unwillingness）

の 2つの下位尺度を含む。不活動は，子供の感情に対する養育者の反応を機

能的にコントロールすることができないことを示す。非ウィリングネスは，養

育者が子供の否定的な感情体験を目の当たりにしたくないと感じていることを

意味している。また，養育者の全般的な体験の回避の程度を測定する指標とし

て，PAAQ 合計得点を算出することも可能である。

AAQ-ID は，AAQ の改訂版である AAQ-Ⅱ（Bond, Hayes, Baer, Carpen-

ter, Guenole, Orcutt, . . . Zettle, 2011）の項目内容を知的障害の子供をもつ

養育者向けに改変した質問紙である。AAQ-ID は AAQ-Ⅱの項目内容を改変す

るにあたり知的障害の子供をもつ養育者に対する質問項目として修正できない

と判断された 2項目を除外した 8項目からなる。合計得点のみを使用し，養

育者の全般的なアクセプタンスを測定する 7件法の質問紙である。PAAQ と

は逆に，AAQ-ID では得点が高いほど体験の回避傾向が低いと判断される。

PAAQ と AAQ-ID の両者とも養育者の体験の回避を測定する上である程度

の信頼性と妥当性が確認されているが，特に PAAQ は子供をもつ養育者全般
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を対象としていることから，子供のもつ問題の種類に関わらず，幅広く子育て

中の養育者の体験の回避を測定できると考えられる。そこで本研究では

PAAQ の日本語版を作成し，信頼性・妥当性に関する予備的検討を行うこと

を目的とした。

方 法

調査対象者 未成年の子供をもつ養育者 47名（平均 42.50歳，標準偏差 4.66

歳）を対象とした。父親 2名（平均 48.00歳，標準偏差 3.00歳）母親 44名

（平均 42.25歳，標準偏差 4.57歳），性別未記入者 1名であった。回答対象と

なる子供（子供が複数いる場合は 1名を任意に選択）の年齢は平均 10.21歳，

標準偏差 4.38歳であり，男子 32名（平均 10.03歳，標準偏差 4.32歳），女子

15名（平均 10.60歳，標準偏差 4.48歳）であった。

調査材料

1．フェース項目 回答者の性別・年齢，回答対象となる子供 1名の性別・年

齢について回答を求めた。

2．PAAQ 日本語版（PAAQ-J，本研究で作成） PAAQ 原版の作成者に問

い合わせ，日本語版作成の許諾を得た。臨床心理学を専門とする大学院生 1

名と臨床心理学を専門とする大学教員 1名による協議を経て日本語版を作成

した。この際，一般の子育て中の養育者を対象とする尺度として，内容を損な

わない範囲で項目の表記をできるだけ分かりやすくすることに留意した。次

に，英語を母国語とする日本語と英語のバイリンガルによるバックトランスレ

ーションを行い，原版との整合性を作成者に確認した。作成者からのコメント

を参考に再度項目の表記を検討し，許可を得たものを PAAQ-J として採用し

た。

3．AAQ-II 日本語版（嶋・柳原・川井・熊野，2013, Bond et al., 2011）

体験の回避を測定する AAQ の改訂版である。1因子 7項目であり，合計得
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点が高いほど体験の回避も高いことが予測される。

調査時期 調査時期は 2016年 3月－11月であった。

配布方法 子育てに関するセミナー出席者や，発達障害児をもつ養育者の会会

員やその支援施設に対して調査への参加を求めた。了解の得られた対象者には

無記名で調査に回答を依頼した。

倫理的配慮 個人情報の保護，匿名性の保証，調査参加は任意であり回答を中

断できることを対象者への調査依頼文書に記載し，調査への協力を求めた。質

問紙への回答・提出をもって調査への同意が得られたものとみなした。

結 果

まず，PAAQ-J の因子構造の検討を行った。PAAQ 原版と同様に「不活動」

と「非ウィリングネス」の 2因子構造を想定した確認的因子分析を行ったと

ころ，モデルが収束に至らず，適合度が算出されなかった。

PAAQ 原版は 2因子構造とされているが，子育てにおける全般的な体験の

回避を測定する合計得点も使用することができる尺度とされている。そこで，

PAAQ-J を暫定的に 1因子構造とみなして主成分分析を行ったところ，Table

1に示す結果が得られた。主成分分析の結果から 15項目中 9項目については

.40以上の負荷量が得られており，同一の因子のもとに収束することが示唆さ

れた。しかしながら，6項目については .40よりも低い負荷量しか得られなか

った。以上のことから，PAAQ-J の一因子性は部分的にのみ支持されたと考

えられる。

次に，PAAQ-J 合計得点の信頼性と妥当性の検討を行った（Table 2）。内

的一貫性を検討するために PAAQ-J 合計得点の α 係数を算出したところ，α

＝.71と許容範囲の値が得られた。また構成概念妥当性を検討するために

PAAQ-J 得点と AAQ-Ⅱ得点の相関係数を算出したところ，高い正の相関がみ

られた（r＝.73, p＜.001）。以上のことから，PAAQ-J 合計得点は一定の信頼

性と妥当性を有していることが示唆された。
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Table 1 主成分分析表

質問項目 負荷量

15. 自分と比べて，他の親たちのほとんどは，私よりもうまく生活しているようにみえる。 .71

2. 私自身が気分の落ち込みや不安を感じているとき，怖がったり，心配したり，いやな気持ちになっている子供にうまく対処するのは難しい。 .69

11. 子供の人生で起こる苦しい経験すべてを魔法のように消し去ることができるのなら，私はそうすると思う。 .65

6. 子供が大事なことに取り組むとき，それがうまくいくと確信しないと気がすまない。 .65

3. 子供を好意的に考えられないときには，わざと子供のことを考えないようにすることで，私自身の考えや気持ちを抑えようとする。 .62

*1. どうしたらよいのか分からなくても，怖がったり，心配したり，いやな気持ちになっている子供に対処することができる。 .58

14. 以前の子供への関わり方を思い出し，もっと他の方法があったかもしれないと，くり返し考えることがしばしばある。 .54

8. 子供が気分の落ち込みや不安を感じることはできるだけ避けたいと思う。 .51
13. 子供が何か心配することは，子供の成功を妨げる。 .41
*12. 子供に対していらいらしているときでも，子供に手を貸すことができる。 .29
*7. 子供がどんな気持ちをもっていても，ためらわずに関わることができる。 .25

*10. 私自身がどんな心配事を抱えていても，子供の気持ちに対応する方法をみつけられると思う。 .25

9. 子供が不安を感じることは悪いことだ。 .13
*5. 子供が抱く不安や，心配，いやな気持ちをコントロールしようとは考えない。 −.07
*4. 子供が気分の落ち込みや不安を感じることがあっても問題はないと思う。 .03

分散 3.39
説明率 23.24％

＊は反転項目

Table 2 PAAQ-J の信頼性・妥当性と先行研究との比較

本研究
PAAQ-J N＝47

α 係数 AAQ AAQ-Ⅱ

合計得点
不活動
非ウィリングネス

.71

.74

.51

－
－
－

.73**

.76**

.40**

Cheron et al.（2009）
PAAQ N＝267

合計得点 母親
父親 .65

.64**

.64**
－

母親 N＝148
父親 N＝119

不活動 母親
父親 .64

.52**

.55**
－

非ウィリングネス 母親
父親 .65

.36**

.40**
－

**p＜.01
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本研究では PAAQ-J の 2因子構造は確認されなかったが，原版と同様の 2

因子構造についても試験的に想定し，「不活動」と「非ウィリングネス」の 2

つの下位尺度についても内的一貫性と構成概念妥当性を検討した。内的一貫性

の検討のために PAAQ-J の α 係数を算出したところ，不活動については α

＝.74と許容範囲の値であったが，非ウィリングネスについては α＝.51と不

十分な値にとどまった。また，構成概念妥当性を検討するために 2つの下位

尺度と AAQ-Ⅱ得点の相関係数を算出したところ，不活動については AAQ-Ⅱ

と高い正の相関がみられ（r＝.76, p＜.001），非ウィリングネスについては中

程度の正の相関がみられた（r＝.40, p＜.001）。これらは PAAQ-J の 2つの

下位尺度の構成概念妥当性を支持する結果であった。

考 察

本研究の目的は，養育者の体験の回避を測定する PAAQ の日本語版を作成

し，尺度の信頼性と妥当性に関する予備的検討を行うことであった。

本研究の結果，PAAQ-J を暫定的に 1因子構造とみなした場合に，PAAQ-J

合計得点はある程度の信頼性と妥当性を有していることが示唆された。このこ

とから，PAAQ-J の合計得点は全般的な養育者の体験の回避を測定する尺度

として有望なものと考えられる。

PAAQ 原版の内的整合性は，合計得点が α＝.65，不活動が α＝.64，非ウィ

リングネスが α＝.65にとどまることが報告されている（Cheron et al.,

2009）。AAQ はこれまでにも内的整合性の低さがたびたび指摘されており

（Hayes, Strosahl, Wilson, Bissett, Pistorello, Toarmino, . . . McCurry,

2004, Bond et al., 2011），PAAQ-J の非ウィリングネスについても，内的整

合性が低い体験の回避を測定する尺度の特徴が反映されている可能性がある。

PAAQ-J の因子構造については，原版の 2因子構造は確認されず，主成分

分析においても 1因子構造が部分的に示されるにとどまっている。この点に

ついては，体験の回避を測定する AAQ の改訂プロセスが示唆を与えてくれ
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る。AAQ は初期の 16項目版において 2因子構造であることが報告されてい

たが（Bond & Bunce, 2003），改訂を重ねる中で AAQ-Ⅱ9項目版において 1

因子構造であることが報告され（Hayes et al., 2004），現在の AAQ-Ⅱ7項目

版でも 1因子構造が採用されている（Bond et al., 2011）。また，AAQ-Ⅱ9項

目版から 7項目版に変更される際には，逆転項目 2つが削除されている。

PAAQ は Bond & Bunce（2003）の 2因子構造に基づいて開発されており，

15項目中 6項目の逆転項目を含むが，本研究においては逆転項目のほとんど

が十分な負荷量を示さなかった。PAAQ-J においても，十分な負荷量を示さ

ない逆転項目を除外するなどして，PAAQ-J の項目数や因子構造を再検討す

る余地があると考えられる。

養育者の体験の回避に対する心理学的支援法として，Acceptance and Com-

mitment Therapy（Hayes, Strosahl, & Wilson, 2012，武藤・三田村・大月，

2014，以下，ACT）が挙げられる。ACT は体験の回避を減じることを目的の

ひとつとする心理療法であり，子育てにも応用されている（Coyne & Mur-

rell, 2009）。子育てにおける ACT では，体験の回避としてあらわれる行動や

思考などから距離をおくこと（脱フュージョン）を通して，親子にとってより

よい方向に生活を改善していくことを目指している。

養育者に対する ACT に基づいた介入研究が行われており，その有効性が示

唆されている。退役軍人で PTSD 症状をもつ養育者に対する ACT の有効性

を検討した介入研究では，受容的で温かな養育行動と育児に関する満足感が増

え，攻撃的・敵意的な養育行動が減少することが示された（Casselman &

Pemberton, 2015）。生命にかかわる身体疾患を抱える子供をもつ養育者に対

する ACT の介入研究では，子供が大きな病気に罹患したことによる心的外傷

後ストレス反応や，罪悪感や悲しみなどの情動反応が減少することが明らかと

なった（Burke, Muscara, McCarthy, Dimovski, Hearps, Anderson, &

Walser, 2014）。ASD 児をもつ養育者に ACT を実施した介入研究では，抑う

つ症状や全般的な精神的健康に改善が認められた（Blackledge & Hayes,

2006）。後天的脳損傷を負った子供をもつ養育者を対象とした ACT の介入研
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究では，家族機能が改善することが報告されている（Brown, Whittingham,

Boyd, & McKinklay, 2015）。

以上のように，ACT に基づいた養育者への心理学的介入は，養育者の精神

的健康の向上や，養育行動や家族機能の改善に有益であると考えられる。しか

しながら，これまでの介入研究における対象者は精神的健康を脅かされるリス

クの高い養育者が多く，一般の子育て中の養育者に対する介入の効果検討は十

分になされていない。

一般の養育者に対する ACT の有効性を検討する上で，マインドフルネス介

入に関する知見は重要である。ACT では，脱フュージョンを促して体験の回

避を減じる際に，さまざまなメタファーやエクササイズが行われる。その中で

も，マインドフルネス技法は思考に対して批判的ではない姿勢で注意を向けら

れるようにするエクササイズとして用いられる（Hayes et al., 2012）。マイン

ドフルネス技法を一般的な養育者に対して応用した介入研究も行われている。

子供の物質使用予防を目的とした養育者に対する介入では，子供のモニタリン

グ能力や親子関係の質が向上した（Coatsworth, Duncan, Nix, Greenberg,

Gayles, Bamberger, . . . Demi, 2015）。

以上のことから，ACT やマインドフルネス技法を子育てに応用することは，

さまざまな養育者に対する支援策として有用であると考えられる。しかしなが

ら，その研究数は未だ十分であるとはいえず，今後の知見の蓄積が求められて

いる（Whittingham, 2014）。

養育者の体験の回避を測定する尺度が開発されることは，日本の子育て中の

養育者支援策を講じる上でも有用であると考えられる。日本の子育て中の世帯

は，子育てをしていない世帯よりも暮らしが苦しいと感じている（厚生労働

省，2016）。養育者の体験の回避を測定する尺度が邦訳されることにより，

ACT やマインドフルネスといった体験の回避を減じる心理学的支援が親の精

神的健康の向上にどのような効果をもつか詳細に検討できるようになり，生活

に困難さを感じている日本の子育て世帯への支援の拡充につなげられると考え

られる。
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本研究の限界点を以下に述べる。まず，サンプル数の少なさが挙げられる。

内的一貫性や構成概念妥当性については一定の支持が得られたものの，PAAQ

-J の因子構造については十分な確認を行うことができなかった。確認的因子

分析が収束しなかった大きな理由の 1つとして，サンプル数の不足が考えら

れる。次に，本研究では父親と母親を別にした場合の尺度の信頼性と妥当性の

検討を行うには至らなかった。共働き世帯が増えている昨今において（内閣

府，2014），子育ては母親のみの役割ではなくなってきているといえる。本研

究では調査参加者のほとんどが母親であったことから，今後は父親のサンプル

も増やした上で，母親と父親を別にした検討を行う必要がある。
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